
初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。
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エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。

症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法
電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数
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ー
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ト
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エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。

症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法
電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数
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ー
ス
ト
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エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。

症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法
電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト
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ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。

症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法
電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 



初期設定
　初期設定とは、表示する圧力単位や排気バイパスタイプの設定、目標ブーストの設定、また車両
　が持っているブーストの変化特性をＥＶＣに記憶させる操作です。
　初めて使用する場合や、オールリセットを行った場合には自動的に初期設定画面に移行しますの
　で、下記の方法に従って操作してください。

１．圧力単位設定

２．排気バイパスタイプ設定

(１)ボリュームを回して圧力単位を選択してください。
　　・デジタル表示(小)は[       ]と表示されています。
    ・設定はＰＡＳ(ｋＰａ)もしくはＰＳＩから選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと表示単位は決定され、
    「２．排気バイパスタイプ設定」へと移ります。

(１)ボリュームを回して排気バイパスタイプを選択してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・設定は-Ｓ-(スイングバルブタイプ)もしくは-Ｐ-(ポペ
　　　ットバルブタイプ)から選択できます。

(２)選択後ボリュームを押すと排気バイパスタイプは決定され
    「３．ノーマル最大ブースト設定」へと移ります。

３．ノーマル最大ブースト設定

(１)ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストが分かっている場
　　合は、ボリュームを回してノーマル最大ブーストを設定し
　　て下さい。ノーマル最大ブーストが分からない場合は、最
　　大ブーストがかかる様に走行する事でデジタル表示(小)に
　　ノーマル最大ブーストが自動的に設定されます。
　　・車速/エンジン回転数表示は[     ]と表示されています。
　　・デジタル表示(大)は現在のブーストを表示します。
　　・設定値は最大２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩまで設定が可能と
　　　なります。

(２)デジタル表示(小)にノーマル最大ブーストが表示されてい
　　る状態でボリュームを押すと、ノーマル最大ブーストは決
　　定され、「４．初期設定ブースト設定」へと移ります。

ブースト表示における圧力単位を設定します。ｋｇｆ/ｃｍ2とＰＳＩとｋＰａの関係性については20ページを
参照してください。

操作マークの説明 ：短く押す ：ボリュームを回す ：１秒以上押し続ける

ブーストコントロール方式を決定する為、排気バイパスタイプを設定します。純正ターボに多く見ら
れるアクチュエータを使用するタイプの場合はスイングバルブタイプとなります。大容量ターボに多
く見られるウエストゲートを使用するタイプの場合は、ポペットバルブタイプとなります。

ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストを設定します。手動または自動での設定が可能です。

４．初期設定ブースト設定

５．初期オフセット設定

(１)ボリュームを回して任意の目標ブーストを設定して下さい。
　　・デジタル表示(小)は[     ]と表示されています。
　　・ここで設定した目標ブーストは、通常モードのＡ/Ｂ両
　　　モード共通の初期値となります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩま
　　　で設定可能となります。

(２)設定後ボリュームを押すと目標ブーストは決定され、「５．初期
     オフセット設定」へと移ります。

(１)この状態で最大ブーストがかかる様に走行し、目標ブー
　　ストと実際の最大ブーストにズレがあった場合に、ボリ
　　ュームを回してズレがなくなるように設定してください。
  　・車速/エンジン回転数表示は[    ]と表示されています。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・設定値を増やすとブーストは上がり、減らすと下がり
　　　ます。初期状態では、１００％が設定されています。
    ・デジタル表示(小)はピークホールド値を表示し、デジ
　　　タル表示(大)は現在のブーストを表示します。

(２)設定後ボリュームを押すと初期オフセットは決定され、
　　初期設定は終了となり「３．通常モード」へと移ります。

初期設定における目標ブーストの設定を行います。

初期オフセットの設定を行います。設定した目標ブーストにならない場合に初期オフセット値を増減
させることで、目標ブーストに合わせることが出来ます。

 参考
・過給圧ソレノイドバルブが装着されている車両では、ＥＶＣ取付け後のノーマル最大ブーストはＥＶＣ
　取付け前よりも低くなります。
・下記のような諸事情により車両によって最大ブーストが２５０ｋＰａまで上がらない場合があります。
　(ａ)ウエストゲートバルブまたはアクチュエータのセット荷重（バネの力）が低い。
　(ｂ)排気抵抗による排気圧力の上昇。
・下記のような諸事情によりブーストが安定しない場合がありますが、ＥＶＣが原因によるもので
　はありません。
　(ａ)ウエストゲートバルブの面積、及びストローク不足。また、アクチュエータの特性によるブ
　　　ーストの上昇・下降。
　(ｂ)タービン風量がエンジン排気量に比べて不足していたり、排気圧力の上昇によるブーストの
　　　上昇・下降。
　従って、取付前の車両の状態・仕様をよく把握したうえで各設定値の設定を行ってください。
・「３．ノーマル最大ブースト設定」では、下図の様なオーバーシュートや高回転でのたれ以外の
　安定したブーストを設定してください。「５．初期オフセット設定」も同様の条件で調整してください。

エンジン回転数

ブ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
ト

エンジン回転数安定ブースト

通常モード
１．ブーストコントロール

ＥＶＣを通常モードで使用中にブーストのそれまでの最高値を表示します。ピークホールド値の更新は
自動的に行われます。また、ピークホールド値をリセットする場合は、下記操作を行ってください。

２．ピークホールド

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、"Ｐ．Ｈ．"表示が消えてデジタル表示(小)がピ
　　　ーク表示から目標ブースト設定値に変わり、点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はＡモードの場合を示しています。Ｂモードを設定す
　　　る場合は、ボリュームを回してＢモードにしてからボリュ
　　　ームを押してください。

(２)ボリュームを回して目標ブーストを設定してください。設定
　　が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・ピッと鳴り、ピークホールド値表示状態に戻ります。
　　・設定値はノーマルブースト～２５０ｋＰａ/３６．０ＰＳＩが設定可
　　　能となります。
　　・初期設定で入力した目標ブーストが、Ａ/Ｂモード共に初
　　　期値として設定されています。

(１)「通常モード」の時に、ボリュームを１秒以上押し続けてく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)のピークホールド値が０ｋＰａまたは０．０
　　　ＰＳＩにクリアされます。

Ａ/Ｂモードの切替、目標ブーストの設定、ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦ切替を行うことが出来ます。

ボタン①、または外部スクランブルスイッチを押すとスクランブルが作動します。
３．スクランブル

(１)「通常モード」の時にボタン①、または後付けした外部ス
　　クランブルスイッチを押してください。
　　・スクランブル動作中はピピピ・・・と鳴ります。
　　・ボタン(スイッチ)を押している間とボタン(スイッチ)を離
　　　してから設定された時間の間は、スクランブルは動作して
　　　います。
　　・バーグラフと"ＳＢＣ"が点滅し、デジタル表示(小)はスク
　　　ランブルの残り時間を表示します。

(３)ＥＶＣのパワーＯＮ/ＯＦＦを切り替える場合、「通常モード」
　　の時にボタン②を１秒以上押し続けてください。
　　・ピーッと鳴り、パワー状態が切り替わります。
　　・パワーがＯＦＦになるとＡ/Ｂインジケータ、車速/エンジン
　　　回転数表示、スロットル開度表示は消灯します。

基本設定グループ

ＡモードまたはＢモードの目標ブーストに対するズレを調整することが出来ます。

(２)ボリュームを回して、オフセットＡまたはオフセットＢを設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・設定値は１～１９９％の範囲で、１％単位で変更できます。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。
　　・排気バイパスタイプに関係なく、設定値を大きくすると
　　　ブーストは上がり、小さくすると下がります。

(１)「オフセットＡ設定モード」または「オフセットＢ設定モー
    ド」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図はオフセットＡ設定モードの場合を示しています。

スクランブルを作動させると、ここで設定した値を目標ブーストにプラスすることができます。

(２)ボリュームを回して、スクランブルブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は圧力単位がｋＰａの時０～１２０ｋＰａの範囲で、１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位です。
　　・初期状態では、０ｋＰａまたは０．０ＰＳＩが設定されています。

(１)「スクランブルブースト設定モード」の時にボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

１．オフセットＡ設定モード/オフセットＢ設定モード

２．スクランブルブースト設定モード

スクランブルを作動させると、ここで設定した時間だけスクランブル設定モードで設定した値をプラ
スすることができます。

(１)「スクランブル時間設定モード」の時にボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＳＢＣ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．スクランブル時間設定モード

ここで設定したブーストをサージタンク圧が超えると、ワーニングが作動します。ワーニング作動時
は、設定により強制的にノーマルブーストに下げたり、任意の値分下げたりします。

(１)「ワーニングブースト設定モード」の時にボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、ワーニングブーストを設定してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時０～２５０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．０～３６．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。また、機能ＯＦＦも選択できます。
　　・初期状態では、２５０ｋＰａまたは３６．０ＰＳＩが設定されていま
　　　す。
　 参考

・サージタンク圧が５ｋＰａ以下になるとワーニングが解除されます。

 参考
・ボタン①を押している間は、スクランブルは作動しますが、スクランブル時間のカウントは行いませ
　ん。ボタンを離したときからカウントします。例えば、スクランブル時間の設定を０秒にしたときは、
　ボタンを押している間だけスクランブルが作動します。外部スクランブルスイッチの場合も同様です。

４．ワーニングブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、スクランブル時間を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、０～６０秒の範囲で、１秒単位で変更できます。
　　・初期状態では、０秒が設定されています。

ワーニングが作動した際に、降下させるブーストを設定します。
(１)「ドロップブースト設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・"ＷＲＮ"が点灯しています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

５．ドロップブースト設定モード

(２)ボリュームを回して、ドロップブーストを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、圧力単位がｋＰａの時１～１２０ｋＰａの範囲で１ｋＰａ
　　　単位で変更できます。ＰＳＩの時０．１～１７．０ＰＳＩで、０．１ＰＳＩ
　　　単位で変更できます。
　　・初期状態では、ＯＦＦ(ノーマルブーストへ下げる)が設定
　　　されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

マップに使用する、エンジン回転軸格子点(エンジン回転数によるマップの分割点)を変更することが
できます。

(１)「エンジン回転軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを
    押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示されるエンジン回転数は、実際の１/１００となります。
　　・格子点は全部で５つあり、エンジン回転数の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

３．エンジン回転軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するエンジン回転数を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するエンジン回転数設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン回転
      数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したエンジン回転数を変
　　更してください。
　　・他の格子点に対応したエンジン回転数を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、２０００ｒｐｍ、３０００ｒｐｍ、４０００ｒｐｍ、５０００ｒｐｍ、６０００ｒｐｍです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋
　１００ｒｐｍが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１００ｒｐｍが最
　大値となります。但し、０ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍの範囲を超えて設定することはできません。

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０ｋｍ/ｈ、５０ｋｍ/ｈ、１００ｋｍ/ｈ、１５０ｋｍ/ｈ、２００ｋｍ/ｈです。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１０
　ｋｍ/ｈが最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が1大きい格子点)の設定値－１０ｋｍ/ｈが最大値
　となります。但し、０ｋｍ/ｈ～５００ｋｍ/ｈの範囲を超えて設定することはできません。

(１)「スロットル軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押
　　してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・格子点は全部で５つあり、スロットル開度の小さい方から
　　　順に格子点番号１～５が対応します。

マップに使用する、スロットル軸格子点(スロットル開度によるマップの分割点)を変更することができ
ます。

４．スロットル軸格子点設定モード

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応するスロットル開度を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応するスロットル開度設定の
　　　表示も変化します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯"ＳＥＴ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅からスロットル開度表示
      の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応したスロットル開度を変
    更してください。
    ・他の格子点に対応したスロットル開度を変更する場合は、
　　　ボタン①を押して(２)に戻ってください。変更しない場合
　　　はボリュームを押して下さい。

ここで設定したブースト補正マップ設定値をもとにスロットル開度とエンジン回転数または車速に応じ
た補正ブーストを算出し、通常モードで設定したＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対して補正を行います。

(１)「ブースト補正マップＡ設定モード」の時、または「ブースト
　　補正マップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「５．１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、ブースト補正マップＡ設定モードの場合を示しています。

５．ブースト補正マップＡ設定モード/ブースト補正マップＢ設定モード

 参考
・初期値は格子点番号が小さい方から順に、０％、２５％、５０％、７５％、１００％です。
・設定可能な範囲は、変更する格子点の１つ前の格子点(格子点番号が１小さい格子点)の設定値＋１％
　が最小値となり、１つ後の格子点(格子点番号が１大きい格子点)の設定値－１％が最大値となります。
　但し、０％～１００％の範囲を超えて設定することはできません。

(２)ボリュームを回して、ブースト補正値を設定してください。
　　・他の軸に対応するブースト補正値を変更する場合はボタン
　　　①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯"ＳＥＬ"が点
　　　灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度表
　　　示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、車速/エンジン回転軸の移動が可能になり
　　ます。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
    ボタン①を押すと、ブースト補正値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値はすべてのマップ格子点で、±０ｋＰａもしくは±０．０ＰＳＩです。
・設定可能な範囲は、－１２０ｋＰａ～１２０ｋＰａもしくは－１７．０ＰＳＩ～１７．０ＰＳＩです。
・近接するマップ格子点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

通常は設定する必要はありませんが、ここで設定するオフセットマップ設定値によって、スロットル
開度とエンジン回転数または車速に応じてＡ/Ｂ各モード設定ブーストに対する微調整が出来ます。

(１)「オフセットマップＡ設定モード」の時、または「オフセッ
　　トマップＢ設定モード」の時にボリュームを押してください。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。
　　・左図は「１．マップ機能選択モード」で５を選択した場合
　　　の、オフセットマップＡ設定モードの場合を示しています。

６．オフセットマップＡ設定モード/オフセットマップＢ設定モード

(２)ボリュームを回して、オフセットマップ値を設定してくださ
　　い。
　　・他の軸に対応するオフセットマップ値を変更する場合はボ
　　　タン①を押してください。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＴ"が消灯・"ＳＥＬ"が
　　　点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、スロットル開度
　　　表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、スロットル開度軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、エンジン回転軸の移動が可能になります。
　　・ボタン①を押すと(４)へ移動し、スロットル開度表示は点
　　　灯状態となり、車速/エンジン回転数表示が点滅へと変わり
　　　ます。

(４)ボリュームを回して、エンジン回転軸を移動してください。
　　ボタン①を押すと、オフセットマップ値設定へと戻ります。
　　・ボタン①を押すと(２)へ移動し、車速/エンジン回転数表示
　　　は点灯状態となり、デジタル表示(大)表示の点滅へと変わ
　　　ります。
　　・全ての設定が終了したらボリュームを押して下さい。

 参考
・初期値は全てのマップ格子点で、１００％です。
・設定可能な範囲は、１％～１９９％です。
・近接する点で極端に差をつけないでください。ブースト制御が安定しない原因となります。

機能設定グループ

通常モードでバーグラフに表示するデータを選択します。
(１)「バーグラフ機能設定モード」の時に、ボリュームを押し
  　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．バーグラフ機能設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフで表示するデータを選択
　　してください。設定が終了したらボリュームを押して決定
　　します。
　　・設定はｂＳＴ　 /ｂＳＴ    /ＳＰｄ/ＲＥＶ/ＴＨＲの５種
      類から選択できます。
　　・初期状態では、ｂＳＴ    が設定されています。

 参考
・ｂＳＴ    はブースト表示Ａです。－１００～最大２５０ｋＰａまたは、
   －１４．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバ　ーグラフが動作します。
・ｂＳＴ    はブースト表示Ｂです。０～最大２５０ｋＰａまたは、
   ０．０～最大３６．０ＰＳＩの範囲でバーグラフ　が動作します。
・ＳＰｄは車速表示です。０～最大５０×１０ｋｍ/ｈの範囲でバーグラフが動作します。
・ＲＥＶはエンジン回転数表示です。０～最大１２０×１００ｒｐｍの範囲でバーグラフが動作します。
・ＴＨＲはスロットル開度表示です。０～最大１００％の範囲でバーグラフが動作します。

通常モードでバーグラフが全て表示される値を設定します。
(１)「バーグラフ最大値機能設定モード」の時に、ボリューム
　　を押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

２．バーグラフ最大値設定モード

(２)ボリュームを回して、バーグラフが全て表示される値を設
　　定してください。設定が終了したらボリュームを押して決
　　定します。
　　・左図は「１．バーグラフ機能設定」で、ｂＳＴ　  または
　　　ｂＳＴ    を選択した場合を示しています。
　　・設定可能最大値は「１．バーグラフ機能設定」での選択
　　　により変化します。

バックライトの輝度を設定します。
(１)「バックライト輝度設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

３．バックライト輝度設定モード

(２)ボリュームを回して、バックライト輝度値を設定してくださ
　　い。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は０～１００％の範囲で、１％単位で変更出来ます。
　　・設定値が小さくなるほど、表示は暗くなります。
　　・初期状態では、１００％が設定されています。

 参考
・ヘッドライトのＯＮ/ＯＦＦには連動しません。

 参考
・バーグラフ機能設定モードでｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合の最大値は２５０ｋＰａ
   もしくは３６．０ＰＳＩとなり、ＳＰｄを選択していた場合の最大値は５０×１０ｋｍ/ｈとなり、
   ＲＥＶを選択していた場合の最大値は１２０×１００ｒｐｍ、ＴＨＲを選択していた場合の最大値は
   １００％となります。
・最小値は「１．バーグラフ機能設定モード」で、どれを選択していた場合でも０となります。
・初期状態では、「 １．バーグラフ機能設定モード」による各設定での最大値が設定されています。

通常モードでブーストが正圧から負圧になった時に、その時かかっていた最大ブーストを３秒間デジタ
ル表示(大)に点滅表示する機能です。

(１)「アフターイメージ設定モード」の時に、ボリュームを押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　  ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

４．アフターイメージ設定モード

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

バーグラフでのピーク表示をする機能です。
５．バーグラフピーク設定モード

(１)「バーグラフ設定設定モード」の時に、ボリュームを押して
　　ください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、機能のＯＮ/ＯＦＦを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・初期状態では、ＯＦＦになっています。

 参考
・バーグラフが下降する時、その時表示していた最大値が１マス残ります。
・「１．バーグラフ機能設定モード」でｂＳＴ    またはｂＳＴ    を選択していた場合、正圧がかか
  っていた時のみ最大値が１マス残ります。

各設定値を変更したくない時に暗証番号(ロックナンバー)を設定して、データロック機能を使用します。
６．データロック設定モード

(１)「データロック設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・デジタル表示(大)は、以下のように表示されます。
　　　　　"００００"　　：　ロックナンバー未設定
　　 　　 "－－－－"　　：　ロックナンバー設定済み

(２)ボリュームを回して、ロックナンバーを設定してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・データロックを設定する場合は、任意のロックナンバーを
　　　入力してください。
　　・データロックを解除する場合は、設定したロックナンバー
　　　を入力してください。
　　・初期状態では、００００(データロック解除)が設定されて
　　　います。

 参考
・ロックナンバーが設定されている時は、機能設定グループ(バーグラフ機能設定、バーグラフ最
  大値設定、バックライト輝度設定、アフターイメージ設定、バーグラフピーク設定、データロッ
　ク設定)以外の設定値変更ができません。上記以外の設定値を変更する場合は、データロック機
  能を解除する必要があります。
・ロックナンバーを忘れてしまった場合は、「６．オールリセットモード」にてリセットを行っ
　てください。ただし、リセットを行うと記録されている設定値がすべてクリアされますので、ど
　うしても設定したロックナンバーが分からなくなってしまった時にのみ行ってください。

(１)「気筒数設定モード」の時に、ボリュームを押してくださ
　　い。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

エンジン回転信号入力を使用する場合に、エンジンの気筒数を設定します。
１．気筒数設定モード

注 意
●必ずエンジンが停止した状態で設定してください。

車両設定グループ
　ＥＶＣの機能を１００％活用するためには、車両毎に固有の設定を行ってください。

(２)ボリュームを回して、気筒数を選択してください。設定が
　　終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・６・８のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４気筒が設定されています。

車速信号入力を使用する場合に、車速パルスの設定をします。
２．車速パルス設定モード

(１)「車速パルス設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、車速パルスを選択してください。設
　　定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、２・４・８・１６のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４パルスが設定されています。

 参考
・ロータリーエンジンの場合、２ローター車は４、３ローター車は６を選択してください。

 参考
・Ｙ３２系セドリック/グロリア/シーマは１６パルス、その他の日産車は２パルス、上記以外の国産車
　は４パルスになります。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全閉状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
オートでの設定とマニュアルでの設定が可能です。

３．スロットル全閉電圧設定モード

(１)「スロットル全閉電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でスロットルの引っかかり
　　がなく、完全に全閉状態になっていることを確認し、スロッ
　　トルペダルから足を離してボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

 参考
・初期値は、０．５０Ｖです。

スロットル信号入力を使用する場合に、スロットルが全開状態での電圧値をＥＶＣに記憶させます。
４．スロットル全開電圧設定モード

(１)「スロットル全開電圧設定モード」の時に、ボリュームを
　　押してください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、設定値が点滅します。
　　・"ＳＥＴ"が点灯します。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全閉時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全閉時の電圧が決定されます。

(２)現在のスロットル電圧が表示されます。オートでの設定は、
　　画面に　 が表示されている状態でエンジンが停止している
　　のを確認し、スロットルペダルをストッパーに当たるまで踏
　　み込んでボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

記憶されている全ての設定値を初期状態にします。
６．オールリセットモード

(１)「オールリセットモード」の時に、ボリュームを１秒以上押
　　し続けてください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、" ＹＥＳ"と"ＮＯ"から選択してください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・"ＮＯ"を選択するとリセットは行われず、デジタル表示
　　　(大)は点滅から点灯に戻ります。
　　・"ＹＥＳ"を選択すると、全ての設定値は初期状態へクリア
　　　され「２．初期設定」へと移ります。

 参考
・初期設定をやり直す場合や、ロックナンバーを忘れてしまった場合にリセットを行ってください。

 参考
・初期値は、４．５０Ｖです。

(３)マニュアルでの設定をする場合は、デジタル表示(大)が点滅
　　している状態でボタン①を押してください。画面に　 が表
　　示され、ボリュームでの電圧設定が可能となります。
　　・ボリュームを回してスロットル全開時の電圧を設定して
　　　ください。
　　・設定が終了したらボリュームを押してください。
　　・ピッと鳴り、スロットル全開時の電圧が決定されます。

通常は設定する必要はありませんが、ハンチングの発生などでブーストが安定しない場合に設定
を変更してください。

５．サンプリングタイム設定モード

(１)「サンプリングタイム設定モード」の時に、ボリューム押し
　　てください。
　　・デジタル表示(小)は[　　　]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

(２)ボリュームを回して、サンプリングナンバーを選択してくだ
　　さい。設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定値は、１・２・３・４・５のいずれかを選択できます。
　　・初期状態では、４が設定されています。

マップ設定グループ

過給圧補正マップのオン/オフや、使用する信号を選択します。

(２)ボリュームを回して、機能の選択をしてください。
　　設定が終了したらボリュームを押して決定します。
　　・設定は１:マップを使用しない/２:スロットル開度補正( ＴＨ
　　　Ｒ)/３:エンジン回転数補正( ＲＥＶ)/４:車速補正( ＳＰＤ)/５:
　　　ＲＥＶ+ＴＨＲ/６:ＳＰＤ+ＴＨＲの６種類から選択できます。
　　・初期状態では、１が設定されています。
　　・左図は５を選択した場合を示しています。

(１)「マップ機能設定モード」の時に、ボリュームを押してくだ
　　さい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。

１．マップ機能設定モード

マップに使用する、車速軸格子点(車速によるマップの分割点)を変更することができます。

(１)「車速軸格子点設定モード」の時に、ボリュームを押してく
　　ださい。
　　・デジタル表示(小)は[      ]と表示されています。
　　・ピッと鳴り、デジタル表示(大)が点滅します。
　　・"ＳＥＬ"が点灯します。
　　・表示される車速は、実際の１/１０となります。
　　・格子点は全部で５つあり、車速の小さい方から順に格子点
　　　番号１～５が対応します。

２．車速軸格子点設定モード

 参考
・選択した信号のみ、通常モードでは表示します。

(２)ボリュームを回して、変更する格子点を選択してください。
　　ボタン①を押して、対応する車速を変更します。
　　・格子点番号を変更すると、対応する車速設定の表示も変化
　　　します。
　　・ボタン①を押すと(３)へ移動し、" ＳＥＬ"が消灯し"ＳＥＴ"
　　　が点灯して、デジタル表示(大)の点滅から、車速/エンジン
　　　回転数表示の点滅へと変わります。

(３)ボリュームを回して、格子点に対応した車速を変更して下さ
　　い。
　　・他の格子点に対応した車速を変更する場合は、ボタン①を
　　　押して(２)に戻って下さい。変更しない場合はボリューム
　　　を押して下さい。

故障と思う前に
　本製品が正常に作動しない場合には、故障と判断する前に、下記の症状と照らし合わせて、配線
・配管等の確認をしてください。
症　　状 原　　　　因 確認事項・対処方法

電源が入らない

エラーが表示さ
れる

ブーストが安定
しない
ブーストが設定
値まで上がらな
い

ブースト制御不
能

ワーニング機能
が作動する
（スクランブル時）
設定値が変更で
きない

電源線が接続されていない
アース線が接続されていない
通信が正常に行われていない(１)
(エラーＮｏ．００１の場合）

通信が正常に行われていない(２)
 (エラーＮｏ．１００の場合）
アクチュエータの特性
ウエストゲートバルブの面積や
ストロークの不足
タービンの容量不足
プライマリタービンしか作動し
ていない
初期設定不良
排気バイパスタイプの設定ミス

ホースの抜け・割れ
エアフィルタが詰まっている
ワーニングの設定値が設定ブー
ストより低い
スクランブル設定値が高い
ロックナンバー（データロック機
能）が有効になっている

スプライスを確実に噛み込ませる
接続箇所の塗装・サビを除去する
バルブや中継ハーネスを確実に接続した上で
イグニッションを一度ＯＦＦにし、再度イグニ
ッションＯＮにする
走行中の振動などによって通信が瞬断してい
ないか、各ハーネスの取付を確認する

取付け前の車両の特性を把握した上で取付け
る、設定可能範囲内で再度設定する

セカンダリタービンが作動する条件で走行し
てみる
リセットを行い、初期設定をやり直す
ＥＶＣパワーＯＮ時、ディスプレイユニットに
表示される排気バイパスタイプを確認し、間
違っている場合は設定し直す
ホースを確実に固定する、又は交換する
エアフィルタを交換する
ワーニングの設定値を上げる、又は設定ブー
ストを下げる
スクランブル設定値を下げる
ロックナンバー（データロック機能）を解除す
る

 

 

  

アフターサービスについて
　本製品に関する問い合わせ、及びオプションパーツ・消耗部品・紛失部品等の購入は、お買い上
げの販売店又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお問い合わせください。

保証について
　本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みいただき、お買い
上げ日・店名・住所が記入・捺印されていることを確認のうえ、必要事項を記入し、大切に保管し
てください。記入もれがありますと、保証期間中でも有償となります。

保証期間：お買い上げ日より1ヶ年間

本製品は「保証書」の内容に従って保証されています。「保証書」をよくお読みになり、販売日
・貴店名・住所を記入・捺印のうえ、お客様に渡してください。記入もれがありますと、保
証期間中でも有償となります。

■販売店様へ

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を直ち
　に中止し、お買い上げの販売店、又は㈱エッチ・ケー・エスお客様相談室にお
　問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警 告
異常・故障時の対応

注 意
●故障等の修理は、お客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼して
　ください。
●走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユーザマニュアルに従
　って対処してください。
●故障の際は、保証書に必要事項等が記入・捺印されていることを確認し、保証書に症状を記入の
　うえ、修理を依頼してください。

注 意
●本製品を取外した後、車両側の線は必ずテープ等で絶縁してください。
　　ショートによって電装部品を破損・焼損する恐れがあります。

譲渡等の際の注意
　本製品を譲られるときは、必ず次のオーナーのためにこの取扱説明書と、保証書等を一緒に渡し
てください。
　本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。このとき、専門業者に取扱
説明書をお渡しください。

本製品の仕様
●作動電圧………………………………………………………………ＤＣ１１～１６Ｖ
●制御可能圧力…………………………………………………………ノーマルブースト～２５０ｋＰａ
●動作可能温度　ディスプレイユニット……………………………－１０℃～７０℃
　　　　　　　　バルブ………………………………………………－３０℃～８０℃
●最大消費電力…………………………………………………………５．０Ｗ

Ｖｅｒ．
３－１．０１

  日　付
２００６／８

　　　　　　　　　　　記載変更内容
初版

用語の説明

改訂の記録

過給圧制御ソレノイドバルブ
高温になる場所

コードＮｏ．
誤使用
整備書
専門業者
点検・整備

電装部品
日常点検

ノーマル車両

メーカー
ユーザマニュアル
ＩＧ線
国際単位系（ＳＩ）

：ノーマルのブースト制御装置
：直射日光の当たる場所・ヒーターの吹き出し口・エキゾーストマニ
　ホルドの近く等。
：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号。
：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤った使用。
：メーカー発行の車両個々の整備要領書・修理書。
：お買い上げの販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ。
：本製品と自動車全体を安全に運転するために機能・性能を確認し、
　不具合部位を修理・調整すること。
：車両の電気・電子部品。
：自動車を運行する人が行う点検。日常点検及び点検項目はユーザマ
　ニュアルに従って作業を行ってください。
：車両購入時の状態である・アフターパーツを取付けていない・事故
　を起こしたことのない、以上の条件を満たす車両。
：車両の製造メーカー。
：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書。
：イグニッションスイッチ“ＯＮ”時に約１２Ｖ出力する車両の線。
：１９６９年に国際標準化機構（ＩＳＯ）でも採用された、世界標準の単位系。
　（工学単位系との変換は換算表を参照してください）

  

工学単位⇔ＳＩ系　単位換算表例
名称
出力
トルク
圧力

大気圧

工学系＝換算計数・ＳＩ系
１ＰＳ＝０．７３５ｋＷ
１ｋｇｆ・ｍ＝９．８１Ｎ・ｍ
１ｋｇｆ/ｃｍ2＝９８．１ｋＰａ
１ＰＳＩ＝６．８９５ｋＰａ
１ｍｍＨｇ＝０．１３３３ｋＰａ

ＳＩ系＝換算計数・工学系
１ｋＷ＝１．３６ＰＳ
１Ｎ・ｍ＝０．１０２ｋｇｆ・ｍ
１ｋＰａ＝０．０１０２ｋｇｆ/ｃｍ2
１ｋＰａ＝０．１４５０４ＰＳＩ
１ｋＰａ＝７．５０ｍｍＨｇ 


